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第１０８号議案

令和６年度 大分県一般会計補正予算（第４号）

令和６年度大分県一般会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９，９５７，７６７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７１０，９０５，２８５千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費の補正）

第２条 繰越明許費の追加及び変更は、「第２表 繰越明許費補正」による。

（債務負担行為の補正）

第３条 債務負担行為の追加及び変更は、「第３表 債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）

第４条 地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。

令 和 ６ 年 １１ 月 ２７ 日 提 出

大分県知事 佐 藤 樹 一 郎
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款 項 既 定 額

千円

補 正 額

千円

計

千円

９ 国 庫 支 出 金 １０４，１５７，０８２ ６，６４９，０４４ １１０，８０６，１２６

２ 国 庫 補 助 金 ７４，８６０，０７４ ６，６４９，０４４ ８１，５０９，１１８

１２ 繰 入 金 ２７，６４０，３７１ ３６，０２３ ２７，６７６，３９４

２ 基 金 繰 入 金 ２７，２９１，９２１ ３６，０２３ ２７，３２７，９４４

１４ 諸 収 入 ８１，１４６，０６０ ５０，７００ ８１，１９６，７６０

第 １ 表

歳 入 歳 出 予 算 補 正

歳 入
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４ 受 託 事 業 収 入 ８２１，０７８ ５０，７００ ８７１，７７８

１５ 県 債 ６２，８８６，０００ ３，２２２，０００ ６６，１０８，０００

１ 県 債 ６２，８８６，０００ ３，２２２，０００ ６６，１０８，０００

歳 入 合 計 ７００，９４７，５１８ ９，９５７，７６７ ７１０，９０５，２８５
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款 項 既 定 額

千円

補 正 額

千円

計

千円

６ 農 林 水 産 業 費 ５１，１７２，０２２ ３６５，９４７ ５１，５３７，９６９

３ 農 地 費 １７，６３０，５５０ ５０，７００ １７，６８１，２５０

４ 林 業 費 １２，６３２，２６７ ３１５，２４７ １２，９４７，５１４

８ 土 木 費 ８３，９６５，４０４ ４１９，８００ ８４，３８５，２０４

２ 道 路 橋 梁 費 ４３，８６６，０９１ ４１９，８００ ４４，２８５，８９１

１１ 災 害 復 旧 費 ２４，５５２，６３８ ９，１７２，０２０ ３３，７２４，６５８

１ 農 林 水 産 業 施 設
災 害 復 旧 費 ７，２７９，１８４ １，１７７，４２９ ８，４５６，６１３

歳 出
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２ 土木施設災害復旧費 １６，９２３，４５４ ７，９９４，５９１ ２４，９１８，０４５

歳 出 合 計 ７００，９４７，５１８ ９，９５７，７６７ ７１０，９０５，２８５
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款 項 事 業 名 金 額

千円

６ 農 林 水 産 業 費 ７１２，１９４

４ 林 業 費 ７１２，１９４

災害関連緊急治山事業費 ７１２，１９４

８ 土 木 費 ２４０，０００

２ 道 路 橋 梁 費 ２４０，０００

（公）道路災害関連事業費 ２４０，０００

第 ２ 表

繰 越 明 許 費 補 正

⑴ 追 加
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１１ 災 害 復 旧 費 １４，６４８，９９９

１ 農 林 水 産 業 施 設
災 害 復 旧 費 ６，４４８，９９９

農林水産関係災害時緊急対応事業費 ４９７，０００

団体営耕地災害復旧事業費 ５，１４５，１５５

林道災害復旧事業費 ６５６，８４４

漁港災害復旧事業費 １５０，０００

２ 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 ８，２００，０００

（公）災害復旧事業費（河川課分） ８，２００，０００

合 計 １５，６０１，１９３
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款 項 事 業 名 既 定 額

千円

補 正 額

千円

計

千円

８ 土 木 費 １１，７３２，５６９ ４５８，９６９ １２，１９１，５３８

１ 土 木 管 理 費 ２２，５６９ ４５８，９６９ ４８１，５３８

県有建築物保全事業費 ２２，５６９ ４５８，９６９ ４８１，５３８

１１ 災 害 復 旧 費 ２３０，０００ ２４０，０００ ４７０，０００

２ 土木施設災害復旧費 ２３０，０００ ２４０，０００ ４７０，０００

土木関係災害時緊急対応事業費 ２３０，０００ ２４０，０００ ４７０，０００

合 計 １７，１５７，５６９ ６９８，９６９ １７，８５６，５３８

⑵ 変 更
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事 項 期 間 限 度 額

千円

１ （公）道路改良事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
２３０，０００

２ （単）交通安全事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
１４４，０００

３ （単）道路防災事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
２６３，０００

４ （単）身近な道改善事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
２５５，０００

５ （単）側溝整備事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
１１，０００

第 ３ 表

債 務 負 担 行 為 補 正

⑴ 追 加
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６ （単）道路施設補修事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
６３０，０００

７ （公）交通安全事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
１０，０００

８ （公）道路防災事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
２３０，０００

９ （公）道路施設補修事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
１００，０００

１０ （単）道路改良事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
５４９，０００

１１ （単）河川海岸改良事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
３７５，０００

１２ （単）緊急河床掘削事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
２８０，０００

１３ （公）広域河川改修事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
４３９，０００

（ 10 ）



１４ （単）砂防改修事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
１６５，０００

１５ （単）急傾斜地崩壊対策事業（年度内支出を伴わないも

の）

令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
２７５，０００

１６ （単）砂防施設再生事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
５３，０００

１７ （公）通常砂防事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
１５０，０００

１８ （公）火山砂防事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
５０，０００

１９ （公）急傾斜地崩壊対策事業（年度内支出を伴わないも

の）

令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
２２６，０００

２０ （公）街路改良事業（年度内支出を伴わないもの）
令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
１５，０００

２１ （公）県営都市公園長寿命化等対策事業（年度内支出を伴

わないもの）

令 和 ６ 年 度 か ら

令 和 ７ 年 度 ま で
５０，０００
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事 項 期 間 限 度 額

土木施設災害復旧事業 「１，１００，０００千円」を「２，５００，０００千円」

⑵ 変 更
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起 債 の 目 的
補 正 前 補 正 後

摘 要
限 度 額

千円

起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額

千円

起債の方法 利 率 償還の方法

治 山 費 １，３６９，０００ １，４７３，０００

道 路 費 ２０，６０２，０００ ２０，８２１，０００

土 木 施 設 災 害 復 旧 費 ３，７２０，０００ ６，６１９，０００

第 ４ 表

地 方 債 補 正

変 更

（注）起債の方法、利率及び償還の方法は、当該既定予算のとおりである。
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四
、
〇
〇
〇
円
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〇
平
方

メ
ー
ト
ル

未
満

二
、
〇
〇

〇
平
方

メ
ー
ト
ル

以
上
五
、

〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

一
件

五
三
、
〇
〇
〇
円

五
、
〇
〇

〇
平
方

メ
ー
ト
ル

以
上

一
件

六
九
、
〇
〇
〇
円

別
表
第
三
の
建
築
基
準
法
関
係
事
務
の
部
の
建
築
物
確
認
申
請
又
は
通
知
に
係
る
審
査
手
数
料
の
項
か
ら

工
作
物
計
画
変
更
確
認
申
請
又
は
通
知
に
係
る
審
査
手
数
料
の
項
ま
で
の
備
考
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

一

「
仕
様
基
準
」
と
は
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
八

年
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
⑵
及
び
ロ
⑵
に
定
め
る
基
準
を
い
う
。

二

「
共
同
住
宅
等
」
と
は
、
共
同
住
宅
、
長
屋
そ
の
他
の
一
戸
建
て
の
住
宅
以
外
の
住
宅
を
い

う
。

三

「
複
合
建
築
物
」
と
は
、
一
つ
の
建
築
物
に
お
い
て
、
住
宅
の
部
分
と
住
宅
以
外
の
用
途
に
供

す
る
部
分
を
併
せ
て
有
す
る
も
の
を
い
う
。

四

床
面
積
の
合
計
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
面
積
に
つ
い

て
算
定
す
る
。

イ

建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
（
ロ
に
掲
げ
る
場
合
及
び
移
転
す
る
場
合
を
除
く
。
）

当
該
建

築
に
係
る
部
分
の
床
面
積

ロ

確
認
を
受
け
た
建
築
物
の
計
画
の
変
更
を
し
て
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
（
移
転
す
る
場
合

を
除
く
。
）

当
該
計
画
の
変
更
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一
（
床
面
積
の
増
加
す
る

部
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
増
加
す
る
部
分
の
床
面
積
）

ハ

建
築
物
を
移
転
し
、
そ
の
大
規
模
の
修
繕
若
し
く
は
大
規
模
の
模
様
替
を
し
、
又
は
そ
の
用

途
を
変
更
す
る
場
合
（
ニ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）

当
該
移
転
、
修
繕
、
模
様
替
又
は
用

途
の
変
更
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一

ニ

確
認
を
受
け
た
建
築
物
の
計
画
の
変
更
を
し
て
建
築
物
を
移
転
し
、
そ
の
大
規
模
の
修
繕
若

し
く
は
大
規
模
の
模
様
替
を
し
、
又
は
そ
の
用
途
を
変
更
す
る
場
合

当
該
計
画
の
変
更
に
係

る
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一

五

建
築
物
確
認
申
請
又
は
通
知
に
係
る
審
査
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
仕
様
基
準
の
審
査
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を
要
し
な
い
場
合
は
一
の
区
分
に
掲
げ
る
金
額
と
し
、
建
築
物
の
仕
様
基
準
の
審
査
を
要
す
る
場

合
は
一
の
区
分
に
掲
げ
る
金
額
に
二
の
区
分
に
掲
げ
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

別
表
第
三
の
建
築
基
準
法
関
係
事
務
の
部
の
建
築
物
完
了
検
査
申
請
又
は
通
知
に
係
る
検
査
手
数
料
の
項

中
「
一
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
三
、
〇
〇
〇
円
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
七
、
〇
〇
〇
円
）
」
に
、
「
一
七
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
七
、
〇
〇
〇
円
（
建

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
一
、
〇
〇
〇
円
）
」
に
、

「
二
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
六
、
〇
〇
〇
円
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
〇
、
〇
〇
〇
円
）
」
に
、
「
三
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
一
、
〇
〇
〇
円
（
建
築

物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
五
、
〇
〇
〇
円
）
」
に
改

め
、
「
五
三
、
〇
〇
〇
円
」
の
下
に
「
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
五
九
、
〇
〇
〇
円
）
」
を
、
「
七
四
、
〇
〇
〇
円
」
の
下
に
「
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
八
二
、
〇
〇
〇
円
）
」
を
、
「
一
七
八
、
〇
〇
〇

円
」
の
下
に
「
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
九

五
、
〇
〇
〇
円
）
」
を
、
「
二
六
〇
、
〇
〇
〇
円
」
の
下
に
「
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の

適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
九
一
、
〇
〇
〇
円
）
」
を
、
「
四
五
五
、
〇
〇
〇
円
」
の
下
に

「
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
〇
四
、
〇
〇
〇

円
）
」
を
加
え
、
同
項
の
備
考
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

床
面
積
の
合
計
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
面
積
に
つ
い

て
算
定
す
る
。

イ

建
築
物
を
建
築
し
た
場
合
（
移
転
し
た
場
合
を
除
く
。
）

当
該
建
築
に
係
る
部
分
の
床
面

積
ロ

建
築
物
を
移
転
し
、
又
は
そ
の
大
規
模
の
修
繕
若
し
く
は
大
規
模
の
模
様
替
を
し
た
場
合

当
該
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一

二

「
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
」
と
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
基
準
を

い
う
。

別
表
第
三
の
建
築
基
準
法
関
係
事
務
の
部
の
中
間
検
査
を
受
け
た
建
築
物
完
了
検
査
申
請
又
は
通
知
に
係

る
検
査
手
数
料
の
項
中
「
一
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
一
、
〇
〇
〇
円
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基

準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
五
、
〇
〇
〇
円
）
」
に
、
「
一
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二

五
、
〇
〇
〇
円
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
九
、

〇
〇
〇
円
）
」
に
、
「
二
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
五
、
〇
〇
〇
円
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準

へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
九
、
〇
〇
〇
円
）
」
に
、
「
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四

九
、
〇
〇
〇
円
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
三
、

〇
〇
〇
円
）
」
に
、
「
五
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
二
、
〇
〇
〇
円
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基

準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
八
、
〇
〇
〇
円
）
」
に
改
め
、
「
六
九
、
〇
〇
〇
円
」

の
下
に
「
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
七
、
〇
〇
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〇
円
）
」
を
、
「
一
六
一
、
〇
〇
〇
円
」
の
下
に
「
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検

査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
七
八
、
〇
〇
〇
円
）
」
を
、
「
二
五
二
、
〇
〇
〇
円
」
の
下
に
「
（
建
築
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
八
三
、
〇
〇
〇
円
）
」
を
、

「
四
四
五
、
〇
〇
〇
円
」
の
下
に
「
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
を
検
査
す
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
九
四
、
〇
〇
〇
円
）
」
を
加
え
、
同
項
の
備
考
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

床
面
積
の
合
計
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
面
積
に
つ
い

て
算
定
す
る
。

イ

建
築
物
を
建
築
し
た
場
合
（
移
転
し
た
場
合
を
除
く
。
）

当
該
建
築
に
係
る
部
分
の
床
面

積
ロ

建
築
物
を
移
転
し
、
又
は
そ
の
大
規
模
の
修
繕
若
し
く
は
大
規
模
の
模
様
替
を
し
た
場
合

当
該
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一

二

「
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
」
と
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
基
準
を
い
う
。

別
表
第
三
の
建
築
基
準
法
関
係
事
務
の
部
の
建
築
物
中
間
検
査
申
請
又
は
通
知
に
係
る
検
査
手
数
料
の
項

中
「
一
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
三
、
〇
〇
〇
円
」

に
、
「
二
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
二
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
四
、
〇
〇
〇

円
」
に
改
め
、
同
表
の
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
の
部
の
低
炭
素
建
築
物
新
築
等

計
画
認
定
申
請
に
係
る
審
査
手
数
料
の
項
中
「
三
七
、
三
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ

る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
二
八
、
八
〇
〇
円
、
」
を
、
「
七
四
、
三
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕

様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
五
四
、
六
〇
〇
円
、
」
を
、
「
一
〇
四
、
〇

〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
七
六
、
二
〇
〇

円
、
」
を
、
「
一
四
六
、
〇
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
一
〇
七
、
〇
〇
〇
円
、
」
を
、
「
二
〇
九
、
〇
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ

る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
五
五
、
〇
〇
〇
円
、
」
を
、
「
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
（
」
の
下
に

「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
二
二
五
、
〇
〇
〇
円
、
」
を
、
「
四
〇

六
、
〇
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
一
〇
、

〇
〇
〇
円
、
」
を
、
「
五
三
二
、
〇
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
四
〇
四
、
〇
〇
〇
円
、
」
を
、
「
六
二
四
、
〇
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用

法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
四
六
八
、
〇
〇
〇
円
、
」
を
加
え
、
同
項
及
び
低
炭
素
建
築

物
新
築
等
計
画
変
更
認
定
申
請
に
係
る
審
査
手
数
料
の
項
の
備
考
の
欄
中
８
を
９
と
し
、
７
を
８
と
し
、
同

欄
の
６
中
「
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
欄
の
６
を
同
欄
の
７
と
し
、
同
欄
の
５
中
「
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令

（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
」
を
「
省
令
」
に
改
め
、
同
欄
の
５
を
同
欄
の
６
と
し
、
同
欄

の
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

「
仕
様
・
計
算
併
用
法
」
と
は
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
（
以
下
こ
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の
部
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
二
号
イ
⑴
及
び
ロ
⑵
又
は
同
号
イ
⑵
及
び
ロ
⑴
に
よ

る
評
価
方
法
を
い
う
。

別
表
第
三
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
の
部
の
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
認
定
申
請
に
係
る
審
査
手
数
料
の
項
中
「
三
二
、
一
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕

様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
二
四
、
〇
〇
〇
円
、
」
を
、
「
三
五
、
六
〇

〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
二
六
、
五
〇
〇

円
、
」
を
、
「
六
三
、
五
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
四
七
、
〇
〇
〇
円
、
」
を
、
「
一
〇
六
、
〇
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審

査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
七
八
、
三
〇
〇
円
、
」
を
、
「
一
七
九
、
〇
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕

様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
三
六
、
〇
〇
〇
円
、
」
を
、
「
二
五
六
、

〇
〇
〇
円
（
」
の
下
に
「
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
九
八
、
〇
〇

〇
円
、
」
を
加
え
、
同
項
の
備
考
の
欄
の
第
一
号
中
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
欄
の
第
七
号
中
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
の

第
八
号
と
し
、
同
欄
の
第
六
号
中
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
欄
の
第
七
号
と
し
、
同
欄
の
第
五
号
を
同
欄
の
第
六
号
と
し
、
同
欄
の
第
四
号
中
「
第
三
十
五
条
第
一
項

第
一
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
号
を
同
欄
の
第
五
号
と
し
、
同
欄
の
第
三
号
を
同
欄
の
第
四
号
と
し
、
同
欄
の
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三

「
仕
様
・
計
算
併
用
法
」
と
は
、
省
令
第
十
条
第
二
号
イ
⑴
及
び
ロ
⑵
又
は
同
号
イ
⑵
及
び
ロ
⑴
に

よ
る
評
価
方
法
を
い
う
。

別
表
第
三
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
の
部
の
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
変
更
認
定
申
請
に
係
る
審
査
手
数
料
の
項
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第

三
十
一
条
第
二
項
」
に
、
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
部
の
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
認
定
申
請
に
係
る
審
査
手
数
料
の
項
を
削
り
、
同
部
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

適
合
性
判
定
手
数
料
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

建
築

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

適
合

性
判

定
手

数
料

一

一
戸
建

て
の

住
宅

の
判

定
を

受
け

る
場

合

床
面

積
の

合
計

二
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
未
満

一
件

三
二
、
一
〇
〇
円

（
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査

が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
二

四
、
〇
〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法

第
三
十
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
た
建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
五
、
一
〇
〇

円
）

一

床
面

積
の
合

計
は
、

当
該
判

定
に
係

る
部
分

（
一
次

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
量
の

算
定
対

象
と
し

な
い
建

二
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
以
上

一
件

三
五
、
六
〇
〇
円

（
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査

が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
二

六
、
五
〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法
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第
三
十
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
た
建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
五
、
一
〇
〇

円
）

築
物
の

部
分
と

し
て
知

事
が
別

に
定
め

る
も
の

を

除

く
。
）

の
床
面

積
に
つ

い
て
算

定

す

る
。

二

「
仕

様
・
計

算
併
用

法
」
と

は
、
省

令
第
一

条
第
一

項
第
二

号
イ
⑴

及
び
ロ

⑵
又
は

同
号
イ

⑵
及
び

ロ
⑴
に

よ
る
評

価
方
法

を

い

う
。

三

「
モ

デ
ル
建

物
法
に

よ
る
基

準
」
と

は
、
省

令
第
一

条
第
一

項
第
一

号
ロ
に

定
め
る

二

共
同
住

宅
等

又
は

複
合

建
築

物
の

住
宅

部
分

の
判

定
を

受
け

る
場

合

床
面

積
の

合
計

三
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
未
満

一
件

六
三
、
五
〇
〇
円

（
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査

が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
四

七
、
〇
〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法

第
三
十
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
た
建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
九
、
五
五
〇

円
）

三
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
以
上

二
、
〇

〇
〇
平

方
メ
ー

ト
ル
未

満

一
件

一
〇
六
、
〇
〇
〇
円

（
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査

が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
七

八
、
三
〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法

第
三
十
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
た
建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
九
、
四
〇
〇

円
）

二
、
〇

〇
〇
平

方
メ
ー

ト
ル
以

上
五
、

〇
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
未
満

一
件

一
七
九
、
〇
〇
〇
円

（
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査

が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
三

六
、
〇
〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法

第
三
十
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
た
建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
四
一
、
六
〇
〇

円
）

五
、
〇

〇
〇
平

方
メ
ー

ト
ル
以

上

一
件

二
五
六
、
〇
〇
〇
円

（
仕
様
・
計
算
併
用
法
に
よ
る
審
査

が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
九

八
、
〇
〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法

第
三
十
条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
た
建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
七
三
、
九
〇
〇

円
）
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三

非
住
宅

建
築

物
又

は
複

合
建

築
物

の
非

住
宅

部
分

の
判

定
を

受
け

る
場

合

床
面

積
の

合
計

三
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
未
満

一
件

二
〇
八
、
〇
〇
〇
円

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確

保
計
画
が
モ
デ
ル
建
物
法
に
よ
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
提
出
さ

れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
七
九
、
九
〇

〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法
第
三
十
条

第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
た
建

築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
九
、
五
五
〇
円
）

基
準
を
い

う
。

三
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
以
上

一
、
〇

〇
〇
平

方
メ
ー

ト
ル
未

満

一
件

二
六
二
、
〇
〇
〇
円

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確

保
計
画
が
モ
デ
ル
建
物
法
に
よ
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
提
出
さ

れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
一
〇
二
、
〇

〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法
第
三
十

条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
た

建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
一
六
、
〇
〇
〇
円
）

一
、
〇

〇
〇
平

方
メ
ー

ト
ル
以

上
二
、

〇
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
未
満

一
件

三
三
五
、
〇
〇
〇
円

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確

保
計
画
が
モ
デ
ル
建
物
法
に
よ
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
提
出
さ

れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
一
三
三
、
〇

〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法
第
三
十

条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
た

建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
二
五
、
四
〇
〇
円
）

二
、
〇

〇
〇
平

方
メ
ー

ト
ル
以

上
五
、

〇
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
未
満

一
件

四
七
八
、
〇
〇
〇
円

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確

保
計
画
が
モ
デ
ル
建
物
法
に
よ
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
提
出
さ

れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
二
一
六
、
〇

〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法
第
三
十

条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
た

建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
七
三
、
九
〇
〇
円
）

五
、
〇

五
八
八
、
〇
〇
〇
円
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〇
〇
平

方
メ
ー

ト
ル
以

上

一

〇
、
〇

〇
〇
平

方
メ
ー

ト
ル
未

満

一
件

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確

保
計
画
が
モ
デ
ル
建
物
法
に
よ
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
提
出
さ

れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
二
八
一
、
〇

〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法
第
三
十

条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
た

建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
一
一
六
、
〇
〇
〇
円
）

一
〇
、

〇
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
以
上

二
五
、

〇
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
未
満

一
件

六
九
六
、
〇
〇
〇
円

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確

保
計
画
が
モ
デ
ル
建
物
法
に
よ
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
提
出
さ

れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
三
三
八
、
〇

〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法
第
三
十

条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
た

建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
一
四
七
、
〇
〇
〇
円
）

二
五
、

〇
〇
〇

平

方

メ
ー
ト

ル
以
上

一
件

七
九
三
、
〇
〇
〇
円

（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確

保
計
画
が
モ
デ
ル
建
物
法
に
よ
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
提
出
さ

れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
三
九
六
、
〇

〇
〇
円
、
当
該
建
築
物
が
法
第
三
十

条
第
一
項
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
た

建
築
物
の
他
の
建
築
物
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
一
八
三
、
〇
〇
〇
円
）

四

複
合
建
築
物
の
建
築
物

全
体
の
判
定
を
受
け
る
場

合

一
件

住
宅
部
分
に
つ
い
て
二
の
規
定
の
例

に
よ
り
算
定
し
た
額
と
、
非
住
宅
部

分
に
つ
い
て
三
の
規
定
の
例
に
よ
り

算
定
し
た
額
と
を
合
算
し
た
金
額

別
表
第
三
の
租
税
特
別
措
置
法
関
係
事
務
の
部
の
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
申
請
手
数
料
の
項
を
削

り
、
同
表
の
運
転
免
許
関
係
事
務
の
部
の
運
転
免
許
試
験
手
数
料
の
項
の
金
額
の
欄
及
び
備
考
の
欄
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

一
、
六
五
〇
円

道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
第
三
十
三
条
の

六
の
二
第
六
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
免
許
証
等
（
道
路
交
通



（ 22 ）

一
、
九
五
〇
円

法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
証
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
部
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
対
す
る
試
験
に
あ
つ

て
は
、
七
五
〇
円
と
す
る
。

三
、
九
〇
〇
円

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験

（
以
下
こ
の
部
に
お
い
て
「
技
能
試
験
」
と
い
う
。
）
を
公
安
委
員
会
が
提
供

す
る
自
動
車
を
使
用
し
て
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
、
九
〇
〇
円
と
す

る
。

一
、
九
〇
〇
円

一
、
九
五
〇
円

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
の
二
第
六
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い

理
由
の
た
め
免
許
証
等
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
対
す
る

試
験
に
あ
つ
て
は
、
七
五
〇
円
と
す
る
。

二
、
五
〇
〇
円

技
能
試
験
を
公
安
委
員
会
が
提
供
す
る
自
動
車
を
使
用
し
て
受
け
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
三
、
三
〇
〇
円
と
す
る
。

一
、
八
五
〇
円

一
、
九
五
〇
円

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
の
二
第
六
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い

理
由
の
た
め
免
許
証
等
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
対
す
る

試
験
に
あ
つ
て
は
、
七
五
〇
円
と
す
る
。

二
、
八
〇
〇
円

技
能
試
験
を
公
安
委
員
会
が
提
供
す
る
自
動
車
を
使
用
し
て
受
け
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
、
五
五
〇
円
と
す
る
。

一
、
九
五
〇
円

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
の
二
第
六
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い

理
由
の
た
め
免
許
証
等
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
対
す
る

試
験
に
あ
つ
て
は
、
七
五
〇
円
と
す
る
。

一
、
六
〇
〇
円

一
、
八
〇
〇
円

一
、
九
五
〇
円

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条
の
六
の
二
第
六
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い

理
由
の
た
め
免
許
証
等
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
対
す
る

試
験
に
あ
つ
て
は
、
七
五
〇
円
と
す
る
。

四
、
五
〇
〇
円

技
能
試
験
を
公
安
委
員
会
が
提
供
す
る
自
動
車
を
使
用
し
て
受
け
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
七
、
四
五
〇
円
と
す
る
。

一
、
八
〇
〇
円

一
、
六
五
〇
円

二
、
九
五
〇
円

技
能
試
験
を
公
安
委
員
会
が
提
供
す
る
自
動
車
を
使
用
し
て
受
け
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
、
七
〇
〇
円
と
す
る
。

別
表
第
三
の
運
転
免
許
関
係
事
務
の
部
の
検
査
手
数
料
の
項
中
「
三
、
九
〇
〇
円
」
を
「
三
、
九
五
〇

円
」
に
、
「
六
、
四
〇
〇
円
」
を
「
六
、
九
五
〇
円
」
に
、
「
三
、
七
五
〇
円
」
を
「
三
、
八
五
〇
円
」

に
、
「
四
、
五
五
〇
円
」
を
「
四
、
六
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
の
再
試
験
手
数
料
の
項
中
「
一
、
九
〇
〇

円
」
を
「
二
、
〇
五
〇
円
」
に
、
「
四
、
四
〇
〇
円
」
を
「
五
、
〇
五
〇
円
」
に
、
「
一
、
七
五
〇
円
」
を

「
一
、
九
五
〇
円
」
に
、
「
二
、
五
五
〇
円
」
を
「
二
、
七
五
〇
円
」
に
、
「
一
、
六
五
〇
円
」
を
「
一
、
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八
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
一
〇
〇
円
」
を
「
三
、
五
五
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
、
一
〇
〇

円
」
に
改
め
、
同
部
の
免
許
証
交
付
手
数
料
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

免
許
証
交

付
手
数
料

一

第
一
種

運
転

免
許

又
は

第
二

種
運

転
免

許
に

係
る

免
許

証

道
路
交
通

法
第
九
十

二
条
第
一

項
の
規
定

に
よ
る
交

付
を
受
け

る
場
合

一
件

二
、
三
五

〇
円

一

道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条

の
六
の
二
第
六
号
に
掲
げ
る
や
む
を

得
な
い
理
由
の
た
め
免
許
証
等
の
更

新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た

者
で
あ
つ
て
、
道
路
交
通
法
第
九
十

七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
該
当
し

て
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
も

の
（
以
下
こ
の
部
に
お
い
て
「
特
定

試
験
免
除
者
」
と
い
う
。
）
に
対
す

る
交
付
に
あ
つ
て
は
、
二
、
一
〇
〇

円
と
す
る
。

二

日
を
同
じ
く
し
て
第
一
種
運
転
免

許
又
は
第
二
種
運
転
免
許
の
う
ち
二

以
上
の
種
類
の
免
許
を
受
け
る
者

（
以
下
こ
の
部
に
お
い
て
「
複
数
免

許
取
得
者
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る

交
付
に
あ
つ
て
は
、
二
、
一
五
〇
円

又
は
一
、
九
〇
〇
円
に
、
与
え
る
免

許
一
種
類
ご
と
に
二
〇
〇
円
を
加
え

た
額
と
す
る
。

道
路
交
通

法
第
九
十

五
条
の
二

第
十
一
項

の
規
定
に

よ
る
交
付

を
受
け
る

場
合

一
件

二
、
五
五

〇
円

二

仮
運
転
免
許
に

係
る
免
許
証

一
件

一
、
一
〇

〇
円

別
表
第
三
の
運
転
免
許
関
係
事
務
の
部
の
免
許
証
再
交
付
手
数
料
の
項
中
「
二
、
二
五
〇
円
」
を
「
二
、

六
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
一
五
〇
円
」
を
「
一
、
〇
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

特
定

免
許

情
報

記
録

一

道
路

交
通
法

第
九
十

五
条
の

道
路
交
通

法
第
九
十

五
条
の
二

第
六
項
の

一
件

一
、
五
五

〇
円

一

特
定
試
験
免
除
者
に
係
る
記
録
に
あ

つ
て
は
、
一
、
三
五
〇
円
と
す
る
。

二

複
数
免
許
取
得
者
に
係
る
記
録
に
あ

つ
て
は
、
一
、
三
五
〇
円
又
は
一
、
一
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手
数

料

二
第
三

項
の
規

定
に
よ

る
特
定

免
許
情

報
の
記

録

規
定
に
よ

る
申
出
を

す
る
場
合

五
〇
円
に
、
与
え
る
免
許
一
種
類
ご
と

に
二
〇
〇
円
を
加
え
た
額
と
す
る
。

道
路
交
通

法
第
百
一

条
の
四
の

二
第
二
項

の
規
定
に

よ
る
申
出

（
以
下
こ

の
部
に
お

い
て
「
更

新
時
不
交

付
申
出
」

と

い

う
。
）
を

す
る
場
合

一
件

八
〇
〇
円

道
路
交
通

法
第
九
十

五
条
の
二

第
六
項
の

規
定
に
よ

る
申
出
及

び
更
新
時

不
交
付
申

出
の
い
ず

れ
を
も
し

な
い
場
合

一
件

一
、
五
〇

〇
円

道
路
交
通
法
第
九
十
二
条
第
一
項
、
第
九

十
五
条
の
二
第
十
一
項
若
し
く
は
第
百
一

条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許

証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
の
交
付
又
は
同
法
第
九
十
四
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
（
仮
運
転
免

許
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
再
交
付
と

同
時
に
記
録
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
一
〇
〇
円
と
す
る
。

二

道
路
交
通
法
第
九

十
五
条
の
三
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
同
法
第
九

十
二
条
第
二
項
の
規

定
又
は
同
法
第
百
六

条
の
四
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
免
許
情
報

記
録
の
書
換
え

一
件

一
、
五
五

〇
円

一

免
許
証
（
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
及
び
道
路
交
通
法
第
九
十

五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
免
許
情

報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
有
す
る
者

（
以
下
こ
の
部
に
お
い
て
「
免
許
証
・

免
許
情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
保
有

者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
書
換
え
に
あ

つ
て
は
、
一
〇
〇
円
と
す
る
。

二

複
数
免
許
取
得
者
（
免
許
証
・
免
許

情
報
記
録
個
人
番
号
カ
ー
ド
保
有
者
を

除
く
。
）
に
係
る
書
換
え
に
あ
つ
て

は
、
一
、
三
五
〇
円
に
与
え
る
免
許
一

種
類
ご
と
に
二
〇
〇
円
を
加
え
た
額
と

す
る
。
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別
表
第
三
の
運
転
免
許
関
係
事
務
の
部
の
免
許
証
更
新
手
数
料
の
項
及
び
経
由
手
数
料
の
項
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

免
許

証
等

更
新

手
数

料

一

免
許

証
の
有

効
期
間

の
更
新

（
同
時

に
免
許

情
報
記

録
の
有

効
期
間

の
更
新

を
受
け

る
場
合

を

除

く
。
）

道
路
交
通

法
第
百
一

条
の
二
の

二
第
一
項

の
規
定
に

よ
る
経
由

地
公
安
委

員
会
を
経

由
し
て
行

う
更
新
申

請
書
の
提

出
（
以
下

こ
の
部
に

お
い
て

「
経
由
申

請
」
と
い

う
。
）
を

す
る
場
合

一
件

二
、
七
五

〇
円

更
新
時
不

交
付
申
出

を
す
る
場

合
（
経
由

申
請
を
す

る
場
合
を

除
く
。
）

一
件

一
、
三
〇

〇
円

経
由
申
請

及
び
更
新

時
不
交
付

申
出
の
い

ず
れ
を
も

し
な
い
場

合

一
件

二
、
八
五

〇
円

二

免
許

情
報
記

録
の
有

効
期
間

の
更
新

（
同
時

経
由
申
請

を
す
る
場

合
で
あ
つ

て
、
道
路

交
通
法
第

百
一
条
の
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に
免
許

証
の
有

効
期
間

の
更
新

を
受
け

る
場
合

を

除

く
。
）

二
の
二
第

三
項
の
規

定
に
よ
る

申
出
（
以

下
こ
の
部

に
お
い
て

「
経
由
地

書
換
申

出
」
と
い

う
。
）
を

す
る
と
き

一
件

一
、
〇
〇

〇
円

経
由
申
請

を
す
る
場

合
で
あ
つ

て
、
経
由

地
書
換
申

出
を
し
な

い
と
き

一
件

一
、
九
五

〇
円

経
由
申
請

を
し
な
い

場
合

一
件

二
、
一
〇

〇
円

三

免
許

証
の
有

効
期
間

の
更
新

及
び
免

許
情
報

記
録
の

有
効
期

間
の
更

新

経
由
申
請

を
す
る
場

合
で
あ
つ

て
、
経
由

地
書
換
申

出
を
す
る

と
き

一
件

二
、
五
〇

〇
円

経
由
申
請

を
す
る
場

合
で
あ
つ

て
、
経
由

地
書
換
申

出
を
し
な

い
と
き

一
件

二
、
八
五

〇
円

経
由
申
請

を
し
な
い

場
合

一
件

二
、
九
五

〇
円

経
由

手
数

料

一

経
由
地
書
換
申
出

を
す
る
場
合

一
件

一
、
七
〇

〇
円

二

経
由
地
書
換
申
出

一
件

七
五
〇
円
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を
し
な
い
場
合

別
表
第
三
の
運
転
免
許
関
係
事
務
の
部
の
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料
の
項
及
び
運
転
経
歴
証
明
書
再

交
付
手
数
料
の
項
中
「
一
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
、
一
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

運
転

経
歴

情
報

記
録

手
数

料

一
件

九
〇
〇
円

道
路
交
通
法
第
百
五
条
の
二
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
又
は

道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
三
十
条
の
十
一

第
一
項
の
運
転
経
歴
証
明
書
の
再
交
付
と

同
時
に
記
録
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
一
〇
〇
円
と
す
る
。

別
表
第
三
の
運
転
免
許
関
係
事
務
の
部
の
運
転
技
能
検
査
手
数
料
の
項
中
「
三
、
五
五
〇
円
」
を
「
三
、

六
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
の
審
査
手
数
料
の
項
中
「
一
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
、
三
五
〇
円
」
に
、

「
二
、
八
五
〇
円
」
を
「
三
、
一
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
の
技
能
検
定
員
審
査
手
数
料
の
項
の
金
額
の
欄

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
三
、
七
五
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
除
を
さ
れ
る
者
は
、
二
三
、
七
五
〇
円

か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

一

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

三
、
八
〇
〇
円

二

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

六
、
三
五
〇

円
三

道
路
交
通
法
第
百
八
条
の
二
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項
に
つ
い

て
の
審
査
の
免
除

二
、
五
〇
〇
円

四

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
五
〇
〇
円

五

技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
六
〇
〇
円

六

自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
八
〇
〇
円

七

一
及
び
二
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

二
、
九
五
〇
円

八

三
及
び
四
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

五
五
〇
円

一
九
、
八
〇
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
除
を
さ
れ
る
者
は
、
一
九
、
八
〇
〇
円

か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

一

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

三
、
六
五
〇
円

二

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

六
、
二
五
〇

円
三

道
路
交
通
法
第
百
八
条
の
二
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項
に
つ
い

て
の
審
査
の
免
除

二
、
〇
〇
〇
円

四

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
〇
〇
〇
円

五

技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
八
五
〇
円

六

自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
〇
〇
〇
円

七

一
及
び
二
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

九
〇
〇
円

八

三
及
び
四
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

三
五
〇
円

一
四
、
四
五
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
除
を
さ
れ
る
者
は
、
一
四
、
四
五
〇
円
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か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

一

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
二
〇
〇
円

二

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
九
〇
〇

円
三

道
路
交
通
法
第
百
八
条
の
二
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項
に
つ
い

て
の
審
査
の
免
除

二
、
〇
〇
〇
円

四

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
〇
〇
〇
円

五

技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
五
五
〇
円

六

自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
四
〇
〇
円

七

一
及
び
二
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

一
、
三
五
〇
円

八

三
及
び
四
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

三
五
〇
円

二
二
、
二
〇
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
除
を
さ
れ
る
者
は
、
二
二
、
二
〇
〇
円

か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

一

技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

四
、
四
五
〇
円

二

自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

七
、
七
五
〇

円
三

自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

三
、
七
五
〇
円

四

道
路
運
送
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
及
び
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業

務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動

車
運
転
代
行
業
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
六
〇
〇
円

五

一
及
び
二
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

二
、
九
〇
〇
円

別
表
第
三
の
運
転
免
許
関
係
事
務
の
部
の
教
習
指
導
員
審
査
手
数
料
の
項
の
金
額
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。一

五
、
一
〇
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
除
を
さ
れ
る
者
は
、
一
五
、
一
〇
〇
円

か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

一

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

三
、
八
〇
〇
円

二

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
四
〇
〇
円

三

学
科
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
三
〇
〇
円

四

道
路
交
通
法
第
百
八
条
の
二
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項
そ
の
他

自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
六
〇
〇
円

五

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
六
〇
〇
円

六

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
五
五
〇
円

七

一
及
び
二
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

三
、
〇
〇
〇
円

八

四
及
び
五
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

二
〇
〇
円

一
二
、
〇
〇
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
除
を
さ
れ
る
者
は
、
一
二
、
〇
〇
〇
円

か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

一

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

三
、
六
五
〇
円

二

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
三
〇
〇
円

三

学
科
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
二
五
〇
円

四

道
路
交
通
法
第
百
八
条
の
二
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項
そ
の
他
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一

道
路
交
通

法
第
百
八
条

の
二
第
一
項

第
一
号
に
掲

げ
る
講
習

一
時

間

七
五
〇円

一

道
路
交
通

法
第
百
八
条

の
二
第
一
項

第
一
号
に
掲

げ
る
講
習

一
時

間

八
五
〇円

「

「
を

に
、
「
二
、
三
五
〇

」

」

自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
三
五
〇
円

五

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
三
五
〇
円

六

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
三
〇
〇
円

七

一
及
び
二
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

九
五
〇
円

八

四
及
び
五
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

一
五
〇
円

九
、
九
五
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
除
を
さ
れ
る
者
は
、
九
、
九
五
〇
円
か
ら

当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

一

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
二
〇
〇
円

二

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
三
五
〇
円

三

学
科
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
二
五
〇
円

四

道
路
交
通
法
第
百
八
条
の
二
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
教
則
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
事
項
そ
の
他

自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
三
五
〇
円

五

自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
三
五
〇
円

六

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
教
育
に
つ
い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

一
、
二
五
〇
円

七

一
及
び
二
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

一
、
三
五
〇
円

八

四
及
び
五
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

五
〇
円

一
二
、
八
五
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
免
除
を
さ
れ
る
者
は
、
一
二
、
八
五
〇
円

か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

一

教
習
指
導
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

四
、
四
五
〇
円

二

技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
一
〇
〇
円

三

道
路
運
送
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
及
び
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業

務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
運
転
代
行
業
に
関
す
る
法
令
に
つ

い
て
の
知
識
に
つ
い
て
の
審
査
の
免
除

二
、
六
〇
〇
円

四

一
及
び
二
の
免
除
の
い
ず
れ
を
も
免
除

二
、
九
五
〇
円

別
表
第
三
の
運
転
免
許
関
係
事
務
の
部
の
国
外
運
転
免
許
証
交
付
手
数
料
の
項
中
「
二
、
三
五
〇
円
」
を

「
二
、
二
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
の
講
習
手
数
料
の
項
中

円
」
を
「
二
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
四
五
〇
円
」
を
「
四
、
六
五
〇
円
」
に
、
「
三
、
五
〇
〇
円
」
を

「
三
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
二
、
八
〇
〇
円
」
を
「
三
、
〇
五
〇
円
」
に
、
「
四
、
一
五
〇
円
」
を
「
四
、

三
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
五
〇
〇
円
」
を
「
一
、
七
五
〇

円
」
に
、
「
三
、
一
〇
〇
円
」
を
「
三
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
、
八
五
〇
円
」
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九

道
路
交
通

法
第
百
八
条

の
二
第
一
項

第
九
号
に
掲

げ
る
講
習

一
時

間

七
五
〇円

九

道
路
交
通

法
第
百
八
条

の
二
第
一
項

第
九
号
に
掲

げ
る
講
習

一
時

間

九
〇
〇円

「

「

に
、

を

に
、
「
二
、
一

」

」

五
〇
〇
円

「

を
」

五
〇
〇
円

公
安
委
員
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下

こ
の
部
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
講
習
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

方
法
に
よ
る
講
習
（
以
下
こ
の
部
に
お
い
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
」
と
い

う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
二
〇
〇
円
と
す
る
。

「

に
、
「
第

」

八
〇
〇
円

八
〇
〇
円

オ
ン
ラ
イ
ン
講

習
に
あ
つ
て

は
、
二
〇
〇
円

と
す
る
。

「

「
を

に
、

」

」

道
路
交
通
法
第
九
十
二
条
の
二

第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
４
に

規
定
す
る
違
反
運
転
者
等
に
対

す
る
講
習

一
件

一
、
三
五
〇円

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定

め
る
道
路
交
通
法
施
行
令
第

三
十
三
条
の
七
第
二
項
の
基

準
に
該
当
し
な
い
者
に
対
す

る
講
習
に
あ
つ
て
は
、
八
〇

〇
円
と
す
る
。

「

を
」

五
〇
円
」
を
「
二
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
二
、
〇
五
〇
円
」
を
「
二
、
一
五
〇
円
」
に
、
「
二
、
七
〇
〇

円
」
を
「
二
、
八
五
〇
円
」
に
、
「
二
、
五
五
〇
円
」
を
「
二
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
二
、
四
五
〇
円
」
を

「
二
、
五
五
〇
円
」
に
、
「
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
２
」
を
「
第
九
十
五
条
の
六
第
一

項
の
表
の
備
考
一
の
ロ
」
に
、

九
十
二
条
の
二
第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
３
」
を
「
第
九
十
五
条
の
六
第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
ハ
」
に
、
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道
路
交
通
法
第
九
十
五
条
の
六

第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
ニ
に

規
定
す
る
違
反
運
転
者
等
の
う

ち
特
定
基
準
不
該
当
者
（
国
家

公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
道

路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
三
条

の
七
第
二
項
の
基
準
に
該
当
し

な
い
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
部

に
お
い
て
同
じ
。
）
で
な
い
も

の
に
対
す
る
講
習

一
件

一
、
四
〇
〇円

道
路
交
通
法
第
九
十
五
条
の
六

第
一
項
の
表
の
備
考
一
の
ニ
に

規
定
す
る
違
反
運
転
者
等
の
う

ち
特
定
基
準
不
該
当
者
で
あ
る

も
の
に
対
す
る
講
習

一
件

八
〇
〇
円

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
に
あ
つ
て

は
、
二
〇
〇
円
と
す
る
。

「

に
、
「
六
、

」

十
三

道
路
交
通
法
第
百
八
条

の
二
第
一
項
第
十
三
号
に
掲

げ
る
講
習

一
件

一
二
、
五
〇

〇
円

当
該
講
習
が
道
路
交
通
法
施

行
規
則
第
三
十
八
条
第
十
三

項
第
二
号
の
表
第
一
号
に
掲

げ
る
講
習
方
法
に
係
る
も
の

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
、
〇
五
〇
円
と
す
る
。

「

を
」

十
三

道
路

交
通
法
第

百
八
条
の

二
第
一
項

第
十
三
号

に
掲
げ
る

講
習

自
動
車
等

（
こ
れ
に
準

ず
る
も
の
と

し
て
国
家
公

安
委
員
会
規

則
で
定
め
る

装
置
を
含

む
。
）
を
使

用
す
る
指
導

（
以
下
こ
の

部
に
お
い
て

「
実
車
等
指

導
」
と

い

う
。
）
を
含

む
講
習

一
件

一
二
、
九
〇

〇
円

「

に
、
「
二
、

四
五
〇
円
」
を
「
六
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
二
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
、
九
五
〇
円
」
に
、



（ 32 ）

実
車
等
指
導

を
含
ま
な
い

講
習

一
件

九
、
三
五
〇円

」

十
五

道
路
交

通
法
第
百
八

条
の
二
第
一

項
第
十
五
号

又
は
第
十
六

号
に
掲
げ
る

講
習

一
時

間

二
、
〇

〇
〇
円

十
五

道
路
交

通
法
第
百
八

条
の
二
第
一

項
第
十
五
号

に
掲
げ
る
講

習

一
時

間

二
、
一

〇
〇
円

十
六

道
路
交

通
法
第
百
八

条
の
二
第
一

項
第
十
六
号

に
掲
げ
る
講

習

一
時

間

二
、
〇

五
〇
円

「

「

に
、

を

」

」

十
六

道
路
交
通
法
施
行
令
第

三
十
七
条
の
六
に
規
定
す
る

講
習

一
人

一
、
三
五
〇円

「

を
」

十
七

道
路
交
通
法
施
行
令
第

三
十
七
条
の
六
に
規
定
す
る

講
習

一
人

一
、
四
〇
〇円

「

に
、
「
十
七

道
路
交
通
法
施
行
令
」
を

」

二
五
〇
円
」
を
「
二
、
六
〇
〇
円
」
に
、

「
十
八

道
路
交
通
法
施
行
令
」
に
改
め
、
同
部
の
通
知
手
数
料
の
項
中
「
九
〇
〇
円
」
を
「
一
、
〇
〇
〇

円
」
に
改
め
、
同
部
の
認
知
機
能
検
査
員
講
習
手
数
料
の
項
中
「
一
、
四
五
〇
円
」
を
「
一
、
四
〇
〇
円
」

に
、
「
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
、
一
五
〇
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
の
運
転
免
許
関
係
事
務
の
項
中
「
及
び
第
十
号
」
を
「
、
第
十
号
及
び
第
十
四
号
」
に
改
め

る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。

一

別
表
第
三
の
租
税
特
別
措
置
法
関
係
事
務
の
部
及
び
別
表
第
四
の
改
正
規
定

公
布
の
日

二

別
表
第
三
の
一
般
旅
券
申
請
事
務
の
部
及
び
運
転
免
許
関
係
事
務
の
部
の
改
正
規
定

令
和
七
年
三

月
二
十
四
日
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三

別
表
第
三
の
建
築
基
準
法
関
係
事
務
の
部
、
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
の

部
及
び
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
の
部
の
改
正
規
定
並
び

に
次
項
の
規
定

令
和
七
年
四
月
一
日

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第
三
の
建
築
基
準
法
関
係
事
務
の
部
の
規
定
は
、
前
項
第
三
号
に
定

め
る
日
以
後
に
そ
の
工
事
に
着
手
す
る
建
築
物
の
建
築
等
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
そ

の
工
事
に
着
手
す
る
建
築
物
の
建
築
等
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

理

由

道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
新
た
な
手
数
料
を
設
定
し
、
及
び
旅
券
法
施
行
令
（
平
成
元

年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
手
数
料
の
額
の
改
定
等
を
行
い
た
い
の
で
提
出
す
る
。
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第
百
十
号
議
案

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て

令
和
七
年
度
に
お
い
て
当
せ
ん
金
付
証
票
を
次
の
と
お
り
発
売
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
せ
ん
金
付
証
票

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

発
売
総
額

百
十
二
億
円
以
内

理

由

公
共
事
業
等
の
費
用
の
財
源
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
他
の
関
係
地
方
公
共
団
体
と
共
同
し
て
、
当
せ

ん
金
付
証
票
を
発
売
し
た
い
の
で
提
出
す
る
。
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第
百
十
一
号
議
案

大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
（
平
成
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
十
項
中
「
大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
元
年
大
分
県
条
例
第
三

十
五
号
）
」
を
「
大
分
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
六
年
大
分
県
条
例
第

号
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理

由

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、
産
業
廃
棄
物
の
排
出
の
抑
制
、
再
生
利
用
そ
の
他
適
正
な
処
理
の
推
進

を
図
る
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
引
き
続
き
産
業
廃
棄
物
税
を
課
す
る
と
と
も
に
、

五
年
後
を
目
途
と
し
て
再
度
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
の
で
提
出
す
る
。
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第
百
十
二
号
議
案

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
大
分
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
一
号
９
⑴
か
ら
⑶
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑴

第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料

⑵

第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
登
録
変
更
手
数
料

⑶

第
一
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
申
請
手
数
料

別
表
第
二
の
三
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
二
号
⑷
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑷

法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項

別
表
第
二
の
三
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑸

法
第
十
二
条
の
二
第
一
項

⑹

法
第
十
二
条
の
七
第
一
項
及
び
第
三
項

⑺

法
第
十
二
条
の
八
第
三
項

（
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
の
大
麻
関
係
事
務
の
部
中
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料
」
を
「
第
一
種
大
麻
草

採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料
」
に
、
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
登
録
変
更
手
数
料
」
を
「
第
一
種
大
麻
草

採
取
栽
培
者
登
録
変
更
手
数
料
」
に
、
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
申
請
手
数
料
」
を
「
第
一

種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
申
請
手
数
料
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理

由

大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
り
、
及
び
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
大
分
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
い
の
で
提
出
す

る
。
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第
百
十
三
号
議
案

物
品
の
取
得
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
物
品
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
分
県
県
有
財
産
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
条
例

第
二
十
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

一

取
得
物
品

携
帯
ト
イ
レ
六
十
七
万
個

二

取
得
予
定
金
額

一
億
千
六
百
四
十
四
万
六
千
円

三

相

手

方

大
分
市
青
崎
二
丁
目
四
番
三
十
九
号

日
本
乾
溜
工
業
株
式
会
社
大
分
支
店

支
店
長

浜

窪

正

久

理

由

災
害
時
に
避
難
所
に
お
い
て
使
用
す
る
携
帯
ト
イ
レ
と
し
て
取
得
し
た
い
の
で
提
出
す
る
。
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第
百
十
四
号
議
案

保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
分
県
条
例
第
五
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

救
護
施
設
は
、
入
所
者
の
自
立
支
援
を
行
う
た
め
、
入
所
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
各
入
所
者
ご
と
に
個

別
支
援
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
更
生
計
画
」
を
「
個
別
支
援
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
項
」
の

下
に
「
及
び
第
六
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
更
生
計
画
」
を
「
個
別
支
援
計
画
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理

由

救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
四

十
一
年
厚
生
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
救
護
施
設
に
お
け
る
個
別
支
援
計
画
の
作
成
等
に

係
る
基
準
を
定
め
た
い
の
で
提
出
す
る
。
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第
百
十
五
号
議
案

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
九
十
六
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

一

賠
償
金
額

千
四
百
九
十
一
万
八
千
四
百
十
八
円

内
訳
 

   Ａ 

 

 

 
 

 　　　　 百
　　　　　　六
　　　　　　十
　　　　　　二
　　　　　　万
　　　　　　五
　　　　　　千
　　　　　　百
　　　　　　七
　　　　　　十
　　　　　　九

　　　　　　　円

 
Ｂ
 

 

 

 

     千
       三
       百
       二
       十
       九
       万
       三
       千
       二
       百
       三
       十
       九

         円

二

賠
償
の
相
手
方

大
分
市

Ａ
大
分
市

Ｂ

三

事
件
の
概
要

令
和
六
年
六
月
十
日
午
後
二
時
三
十
分
頃
、
大
分
県
立
農
業
大
学
校
に
お
い
て
生
乳
を
搾
乳
し
た
際
、

作
業
手
順
の
管
理
等
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
洗
浄
水
が
生
乳
に
混
入
し
、
同
月
十
二
日
に
、
出
荷
し
た

当
該
生
乳
が
、
販
売
を
委
託
し
て
い
た

 

 
 
　  Ａ
 

 
       か

         ら
         購
         入
         し
         た

 

 
           Ｂ
 

 

               所

有
の
生
乳
及
び
製
品
に
混
入
し
、
こ
の
た
め

  
  Ａ
 
　 及

     び
       
       Ｂ
  

          が
            当
            該
            生
            乳
            が
            混
            入
            し
            た
            生
            乳
            及
            び
            製

              品

を
廃
棄
し
た
。

理

由

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
七
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
損
害
賠
償
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
提
出
す
る
。
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第
百
十
六
号
議
案

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

特
に
重
要
な
公
の
施
設
の
廃
止
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

一

工

事

名

一
般
国
道
二
百
十
二
号
（
藤
山
ト
ン
ネ
ル
）
道
路
改
良
工
事

二

契
約
締
結
年
月
日

令
和
四
年
三
月
二
十
五
日

三

契
約
の
相
手
方

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
十
四
番
一
号

前
田
建
設
工
業
・
菅
組
・
下
徳
産
業
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
九
州
支
店

執
行
役
員
支
店
長

花

岡

信

一

四

契
約
変
更
事
項

契
約
金
額

旧

三
十
八
億
八
千
八
百
七
十
四
万
三
千
五
百
八
十
四
円

新

四
十
六
億
四
千
三
百
四
十
九
万
千
三
百
三
円

理

由

当
初
推
定
し
て
い
た
地
質
と
の
相
違
に
よ
る
施
工
方
法
の
変
更
並
び
に
建
設
工
事
に
係
る
労
務
費
及
び

資
材
価
格
の
変
動
に
伴
い
、
契
約
金
額
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
提
出
す
る
。
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第
百
十
七
号
議
案

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

特
に
重
要
な
公
の
施
設
の
廃
止
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
、
議
決
を
求
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

一

工

事

名

コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン
更
新
工
事

二

契
約
締
結
年
月
日

令
和
五
年
十
月
四
日

三

契
約
の
相
手
方

東
京
都
中
央
区
築
地
五
丁
目
六
番
四
号

株
式
会
社
三
井
Ｅ
＆
Ｓ

代
表
取
締
役
社
長

高

橋

岳

之

四

契
約
変
更
事
項

契
約
金
額

旧

十
四
億
五
千
六
百
九
万
二
千
円

新

十
四
億
五
千
二
百
七
十
八
万
千
円

理

由

コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン
の
解
体
に
係
る
有
価
物
売
却
費
等
の
変
動
に
伴
い
、
契
約
金
額
を
変
更
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
提
出
す
る
。
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第
百
十
八
号
議
案

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
に
よ
る
規
制
区
域
の
指
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

つ
い
て

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
に
よ
る
規
制
区
域
の
指
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
に
よ
る
規
制
区
域
の
指
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

（
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
の
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
許
可
等
関
係
事
務
の
部
中
「
た
い
積
行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」

に
、
「
六
五
、
○
○
○
円
」
を
「
三
九
、
○
○
○
円
」
に
、
「
三
三
、
○
○
○
円
」
を
「
二
〇
、
○
○
○

円
」
に
改
め
、
同
表
の
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
関
係
事
務
の
部
の
宅
地
造
成
工
事
許
可
申
請

手
数
料
の
項
中
「
宅
地
造
成
工
事
」
を
「
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
け
る
宅
地
造
成
等
工
事
」

に
、
「
切
土
又
は
盛
土
す
る
」
を
「
盛
土
又
は
切
土
を
す
る
」
に
改
め
、
「
（
以
下
こ
の
部
に
お
い
て

「
宅
地
造
成
区
域
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
一
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二
、
〇

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

三
一
、
〇
〇
〇円

「

を

」

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二
、
〇

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

四
四
、
〇
〇
〇円

二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
三
、
〇

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

六
二
、
〇
〇
〇円

「

に
、

」

「
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
」
を
「
三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
」
に
、
「
四
七
、
〇
〇
〇
円
」

を
「
七
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
六
七
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
九
六
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
〇
、
〇
〇

〇
円
」
を
「
一
五
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
七
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
二
八
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
五
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
三
四
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
九
八
、
〇

〇
〇
円
」
に
、
「
四
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
四
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。土

石
の
堆

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
六
、
〇
〇
〇円
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積
を

行
う

土
地

の
面

積

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
一
、
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
八
、
〇
〇
〇円

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二
、

〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

二
一
、
〇
〇
〇円

二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
三
、

〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

二
四
、
〇
〇
〇円

三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
五
、

〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

三
四
、
〇
〇
〇円

五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
一

〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

三
七
、
〇
〇
〇円

一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二

〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

四
四
、
〇
〇
〇円

二
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四

〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

五
八
、
〇
〇
〇円

四
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
七

〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

七
八
、
〇
〇
〇円

七
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
一

〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
一
四
、
〇
〇

〇
円

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る

一
件

一
三
八
、
〇
〇

〇
円

別
表
第
三
の
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
関
係
事
務
の
部
の
宅
地
造
成
工
事
変
更
許
可
申
請
手

数
料
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

宅
地

造
成

等
工

事
規

制
区

域
内

に
お

け
る

宅
地

造
成

等
工

事
変

更
許

可
申

請
手

数
料

宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工

事
の
計
画
の
変
更

変
更
許
可
申
請
一
件
に
つ

き
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
金
額

一

工
事
の
設
計
の
変
更

（
二
の
み
に
該
当
す
る

場
合
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
は
、
盛
土
又
は
切

土
を
す
る
土
地
の
面
積

（
二
に
規
定
す
る
変
更

を
伴
う
場
合
に
あ
つ
て

は
変
更
前
の
盛
土
又
は

切
土
を
す
る
土
地
の
面

積
、
盛
土
又
は
切
土
を

す
る
土
地
の
面
積
の
縮

小
を
伴
う
場
合
に
あ
つ

て
は
縮
小
後
の
盛
土
又

上
記
に
よ

り
算
定
し

た
金
額
が

六
四
二
、

〇
〇
〇
円

を
超
え
る

と
き
は
、

そ
の
金
額

は
、
六
四

二
、
〇
〇

〇
円
と
す

る
。
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は
切
土
を
す
る
土
地
の

面
積
）
に
応
じ
宅
地
造

成
等
工
事
規
制
区
域
内

に
お
け
る
宅
地
造
成
等

工
事
許
可
申
請
手
数
料

に
規
定
す
る
額
に
十
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

二

新
た
な
土
地
の
盛
土

又
は
切
土
を
す
る
土
地

へ
の
編
入
に
係
る
工
事

の
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
編
入
さ

れ
る
盛
土
又
は
切
土
を

す
る
土
地
の
面
積
に
応

じ
宅
地
造
成
等
工
事
規

制
区
域
内
に
お
け
る
宅

地
造
成
等
工
事
許
可
申

請
手
数
料
に
規
定
す
る

額
三

一
又
は
二
以
外
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
一

〇
、
〇
〇
〇
円

土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
計
画
の
変

更

変
更
許
可
申
請
一
件
に
つ

き
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
金
額

一

工
事
の
設
計
の
変
更

（
二
の
み
に
該
当
す
る

場
合
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
は
、
土
石
の
堆
積

を
行
う
土
地
の
面
積

（
二
に
規
定
す
る
変
更

を
伴
う
場
合
に
あ
つ
て

は
変
更
前
の
土
石
の
堆

積
を
行
う
土
地
の
面

積
、
土
石
の
堆
積
を
行

う
土
地
の
面
積
の
縮
小

を
伴
う
場
合
に
あ
つ
て

は
縮
小
後
の
土
石
の
堆

積
を
行
う
土
地
の
面

積
）
に
応
じ
宅
地
造
成

等
工
事
規
制
区
域
内
に

上
記
に
よ

り
算
定
し

た
金
額
が

一
三
八
、

〇
〇
〇
円

を
超
え
る

と
き
は
、

そ
の
金
額

は
、
一
三

八
、
〇
〇

〇
円
と
す

る
。
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お
け
る
宅
地
造
成
等
工

事
許
可
申
請
手
数
料
に

規
定
す
る
額
に
十
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額

二

新
た
な
土
地
の
土
石

の
堆
積
を
行
う
土
地
へ

の
編
入
に
係
る
工
事
の

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
編
入
さ
れ

る
土
石
の
堆
積
を
行
う

土
地
の
面
積
に
応
じ
宅

地
造
成
等
工
事
規
制
区

域
内
に
お
け
る
宅
地
造

成
等
工
事
許
可
申
請
手

数
料
に
規
定
す
る
額

三

一
又
は
二
以
外
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
一

〇
、
〇
〇
〇
円

別
表
第
三
の
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
関
係
事
務
の
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

宅
地

造
成

等
工

事
規

制
区

域
内

に
お

け
る

宅
地

造
成

又
は

特
定

盛
土

等
工

事
中

間
検

査
手

数
料

盛
土

又
は

切
土

を
す

る
土

地
の

面
積

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
〇
、
〇
〇
〇円

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以

内

一
件

一
一
、
〇
〇
〇円

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

一
二
、
〇
〇
〇円

二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

一
三
、
〇
〇
〇円

三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

一
五
、
〇
〇
〇円

五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内

一
件

一
六
、
〇
〇
〇円

一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
七
、
〇
〇
〇円
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二
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
四
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
八
、
〇
〇
〇円

四
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
七
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

二
〇
、
〇
〇
〇円

七
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

二
六
、
〇
〇
〇円

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る

一
件

二
七
、
〇
〇
〇円

特
定

盛
土

等
規

制
区

域
内

に
お

け
る

特
定

盛
土

等
又

は
土

石
の

堆
積

工
事

許
可

申
請

手
数

料

盛
土

又
は

切
土

を
す

る
土

地
の

面
積

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

二
一
、
〇
〇
〇円

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以

内

一
件

三
二
、
〇
〇
〇円

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

四
四
、
〇
〇
〇円

二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

六
二
、
〇
〇
〇円

三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

七
二
、
〇
〇
〇円

五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内

一
件

九
六
、
〇
〇
〇円

一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
五
〇
、
〇
〇

〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
四
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

二
二
八
、
〇
〇

〇
円

四
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
七
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

三
五
四
、
〇
〇

〇
円

七
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方

一
件

四
九
八
、
〇
〇

〇
円
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メ
ー
ト
ル
以
内

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る

一
件

六
四
二
、
〇
〇

〇
円

土
石

の
堆

積
を

行
う

土
地

の
面

積

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
六
、
〇
〇
〇円

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以

内

一
件

一
八
、
〇
〇
〇円

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

二
一
、
〇
〇
〇円

二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

二
四
、
〇
〇
〇円

三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

三
四
、
〇
〇
〇円

五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内

一
件

三
七
、
〇
〇
〇円

一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

四
四
、
〇
〇
〇円

二
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
四
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

五
八
、
〇
〇
〇円

四
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
七
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

七
八
、
〇
〇
〇円

七
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
一
四
、
〇
〇

〇
円

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る

一
件

一
三
八
、
〇
〇

〇
円

特
定

盛
土

等
規

制
区

域
内

特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
の
計
画
の
変

更

変
更
許
可
申
請
一
件
に
つ

き
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
金
額

一

工
事
の
設
計
の
変
更

（
二
の
み
に
該
当
す
る

上
記
に
よ

り
算
定
し

た
金
額
が

六
四
二
、

〇
〇
〇
円
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に
お

け
る

特
定

盛
土

等
又

は
土

石
の

堆
積

工
事

変
更

許
可

申
請

手
数

料

場
合
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
は
、
盛
土
又
は
切

土
を
す
る
土
地
の
面
積

（
二
に
規
定
す
る
変
更

を
伴
う
場
合
に
あ
つ
て

は
変
更
前
の
盛
土
又
は

切
土
を
す
る
土
地
の
面

積
、
盛
土
又
は
切
土
を

す
る
土
地
の
面
積
の
縮

小
を
伴
う
場
合
に
あ
つ

て
は
縮
小
後
の
盛
土
又

は
切
土
を
す
る
土
地
の

面
積
）
に
応
じ
特
定
盛

土
等
規
制
区
域
内
に
お

け
る
特
定
盛
土
等
又
は

土
石
の
堆
積
工
事
許
可

申
請
手
数
料
に
規
定
す

る
額
に
十
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
額

二

新
た
な
土
地
の
盛
土

又
は
切
土
を
す
る
土
地

へ
の
編
入
に
係
る
工
事

の
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
編
入
さ

れ
る
盛
土
又
は
切
土
を

す
る
土
地
の
面
積
に
応

じ
特
定
盛
土
等
規
制
区

域
内
に
お
け
る
特
定
盛

土
等
又
は
土
石
の
堆
積

工
事
許
可
申
請
手
数
料

に
規
定
す
る
額

三

一
又
は
二
以
外
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
一

〇
、
〇
〇
〇
円

を
超
え
る

と
き
は
、

そ
の
金
額

は
、
六
四

二
、
〇
〇

〇
円
と
す

る
。

土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
計
画
の
変

更

変
更
許
可
申
請
一
件
に
つ

き
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
金
額

一

工
事
の
設
計
の
変
更

（
二
の
み
に
該
当
す
る

場
合
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
は
、
土
石
の
堆
積

上
記
に
よ

り
算
定
し

た
金
額
が

一
三
八
、

〇
〇
〇
円

を
超
え
る

と
き
は
、
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を
行
う
土
地
の
面
積

（
二
に
規
定
す
る
変
更

を
伴
う
場
合
に
あ
つ
て

は
変
更
前
の
土
石
の
堆

積
を
行
う
土
地
の
面

積
、
土
石
の
堆
積
を
行

う
土
地
の
面
積
の
縮
小

を
伴
う
場
合
に
あ
つ
て

は
縮
小
後
の
土
石
の
堆

積
を
行
う
土
地
の
面

積
）
に
応
じ
特
定
盛
土

等
規
制
区
域
内
に
お
け

る
特
定
盛
土
等
又
は
土

石
の
堆
積
工
事
許
可
申

請
手
数
料
に
規
定
す
る

額
に
十
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額

二

新
た
な
土
地
の
土
石

の
堆
積
を
行
う
土
地
へ

の
編
入
に
係
る
工
事
の

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
編
入
さ
れ

る
土
石
の
堆
積
を
行
う

土
地
の
面
積
に
応
じ
特

定
盛
土
等
規
制
区
域
内

に
お
け
る
特
定
盛
土
等

又
は
土
石
の
堆
積
工
事

許
可
申
請
手
数
料
に
規

定
す
る
額

三

一
又
は
二
以
外
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
一

〇
、
〇
〇
〇
円

そ
の
金
額

は
、
一
三

八
、
〇
〇

〇
円
と
す

る
。

特
定

盛
土

等
規

制
区

域
内

に
お

け
る

特
定

盛
土

盛
土

又
は

切
土

を
す

る
土

地
の

面
積

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
〇
、
〇
〇
〇円

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以

内

一
件

一
一
、
〇
〇
〇円

一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

一
二
、
〇
〇
〇円

二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
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等
工

事
中

間
検

査
手

数
料

超
え
三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

一
三
、
〇
〇
〇円

三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

一
件

一
五
、
〇
〇
〇円

五
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内

一
件

一
六
、
〇
〇
〇円

一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
七
、
〇
〇
〇円

二
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
四
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

一
八
、
〇
〇
〇円

四
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
七
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

二
〇
、
〇
〇
〇円

七
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内

一
件

二
六
、
〇
〇
〇円

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る

一
件

二
七
、
〇
〇
〇円

（
大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
大
分
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
手
数
料
の
徴
収
を
行
う
こ
と
。

１

旅
券
法
関
係
事
務
に
係
る
一
般
旅
券
申
請
手
数
料
（
渡
航
先
の
追
加
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

２

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
関
係
事
務
に
係
る
次
の
手
数
料
（
土
石
の
堆
積
に
関
す
る

工
事
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

⑴

宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
け
る
宅
地
造
成
等
工
事
許
可
申
請
手
数
料

⑵

宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
け
る
宅
地
造
成
等
工
事
変
更
許
可
申
請
手
数
料

⑶

宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
け
る
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
工
事
中
間
検
査
手
数

料

別
表
第
一
の
一
の
項
の
市
町
村
の
欄
中
「
各
市
町
村
」
の
下
に
「
（
た
だ
し
、
事
務
の
欄
の
第
一
号
２

に
あ
っ
て
は
、
別
府
市
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
表
の
二
十
八
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
八

宅
地

造
成
及
び
特
一

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
宅
地
造
成
又
は
特

定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
工
事
」

別
府
市
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定
盛
土
等
規

制
法
（
昭
和

三
十
六
年
法

律
第
百
九
十

一
号
。
以
下

こ
の
項
中

「
法
」
と
い

う
。
）
、
宅

地
造
成
及
び

特
定
盛
土
等

規
制
法
施
行

規
則
（
昭
和

三
十
七
年
建

設
省
令
第
三

号
。
以
下
こ

の
項
中
「
施

行
規
則
」
と

い
う
。
）
及

び
法
の
施
行

の
た
め
の
規

則
に
基
づ
く

事
務

と
い
う
。
）
を
許
可
す
る
こ
と
。

二

法
第
十
二
条
第
三
項
（
法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
二
条
第
一

項
の
許
可
に
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
。

三

法
第
十
二
条
第
四
項
（
法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
工
事
主
の
氏
名
等

を
公
表
し
、
及
び
関
係
市
町
村
長
に
通
知
す
る
こ
と
。

四

法
第
十
四
条
第
二
項
（
法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
証
の
交
付
又

は
不
許
可
の
通
知
を
す
る
こ
と
。

五

法
第
十
五
条
第
一
項
（
法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
又
は
県
等
か
ら

の
工
事
に
つ
い
て
の
協
議
を
受
け
る
こ
と
。

六

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
工
事
の
変
更
を
許

可
す
る
こ
と
。

七

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
工
事
の
軽
微
な
変

更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

八

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
工
事
の
完
了
検
査

を
す
る
こ
と
。

九

法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
査
済
証
を
交
付

す
る
こ
と
。

十

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
工
事
の
中
間
検
査

を
す
る
こ
と
。

十
一

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
間
検
査
合
格

証
を
交
付
す
る
こ
と
。

十
二

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
工
事
の
定
期
の

報
告
を
受
理
す
る
こ
と
。

十
三

法
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
工
事
の
許
可
を
取
り
消
し
、
当
該
工
事
の
施
行
の
停
止
等

を
命
じ
、
土
地
の
使
用
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
又
は

相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
災
害
防
止
措
置
を
と
る
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
。

十
四

法
第
二
十
条
第
五
項
（
法
第
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
ら
災
害
防

止
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
講
ず
る
こ
と
及
び
必
要
な
公
告
を

す
る
こ
と
。

十
五

法
第
二
十
条
第
六
項
（
法
第
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
防
止
措

置
に
要
し
た
費
用
を
工
事
主
等
又
は
土
地
所
有
者
等
に
負
担
さ

せ
る
こ
と
。

十
六

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
宅
地
造
成
等
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工
事
規
制
区
域
指
定
の
際
に
当
該
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
る
工
事
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

十
七

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
工
事
主
の
氏

名
等
を
公
表
し
、
及
び
関
係
市
町
村
長
に
通
知
す
る
こ
と
。

十
八

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
宅
地
造
成
等

工
事
規
制
区
域
内
の
土
地
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
工
事
を
す

る
者
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

十
九

法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
宅
地
造
成
等

工
事
規
制
区
域
内
に
お
い
て
、
公
共
施
設
用
地
を
宅
地
又
は
農

地
等
に
転
用
し
た
者
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

二
十

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の
所
有

者
、
管
理
者
、
占
有
者
等
に
対
し
、
擁
壁
等
の
設
置
又
は
改
造

そ
の
他
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
伴
う
災
害
の
防
止
の
た

め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

二
十
一

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
所
有

者
等
に
対
し
、
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、
擁
壁
等
の
設
置

若
し
く
は
改
造
又
は
地
形
若
し
く
は
盛
土
の
改
良
の
た
め
の
工

事
を
行
う
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

二
十
二

法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
所
有

者
等
以
外
の
者
に
対
し
、
同
条
第
一
項
の
工
事
の
全
部
又
は
一

部
を
行
う
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

二
十
三

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
職
員

に
、
土
地
に
立
ち
入
り
、
当
該
土
地
又
は
当
該
土
地
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
る
工
事
の
状
況
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

二
十
四

法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の
所
有
者
、

管
理
者
又
は
占
有
者
に
対
し
、
当
該
土
地
又
は
当
該
土
地
に
お

い
て
行
わ
れ
て
い
る
工
事
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ

と
。

二
十
五

施
行
規
則
第
八
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
確
認
済
証

の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
要
す
る
証
明
書
等
を
交
付
す
る
こ

と
。

二
十
六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
法
の
施
行
の
た
め
の
規

則
に
基
づ
く
事
務
で
あ
っ
て
別
に
規
則
で
定
め
る
も
の
を
行
う

こ
と
。

別
表
第
二
の
三
十
七
の
項
中
「
大
分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
「
大
分
県

土
砂
等
の
堆
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
、
同
項
の
事
務
の
欄
の
第
一
号
及
び
第
二
号
中

「
た
い
積
行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」
に
改
め
、
同
欄
の
第
三
号
を
削
り
、
同
欄
の
第
四
号
を
同
欄
の
第
三

号
と
し
、
同
欄
の
第
五
号
を
同
欄
の
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

条
例
第
十
一
条
第
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
浸
透
水
を
採
取
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
き
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
。
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別
表
第
二
の
三
十
七
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
十
五
号
中
「
安
全
基
準
」
を
「
土
砂
基
準
」
に
改
め
、
同

欄
の
第
十
六
号
中
「
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
の
第
十
七
号
中
「
第

十
九
条
第
四
項
」
を
「
第
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
の
第
十
八
号
中
「
第
十
九
条
第
五
項
」
を

「
第
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
中
第
十
九
号
を
削
り
、
第
二
十
号
を
第
十
九
号
と
し
、
第
二
十
一

号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
二
十
二
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、
第
二
十
三
号
を
削
り
、
第
二
十
四
号
を
第
二

十
二
号
と
し
、
第
二
十
五
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
欄
の
第
二
十
八
号
中

「
た
い
積
行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
の
第
二
十
六
号
と
し
、
同
欄
の
第
二
十
九
号

を
同
欄
の
第
二
十
七
号
と
す
る
。

（
大
分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条

大
分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大
分
県
条
例
第
四
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
分
県
土
砂
等
の
堆
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例

「
た
い
積
行
為
」
を
「
堆
積
行
為
」
に
改
め
る
。

目
次
中
「
安
全
基
準
等
」
を
「
土
砂
基
準
等
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
並
び
に
災
害
の
発
生
」
及
び
「
と
と
も
に
、
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
」
を
削
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
た
い
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
「
、
か
つ
、
土
砂
等
の
崩
落
等
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
図
ら
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第
三
号
と

す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
並
び
に
土
砂
等
の
崩
落
等
」
を
削
る
。

第
二
章
の
章
名
中
「
安
全
基
準
等
」
を
「
土
砂
基
準
等
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
安
全
基
準
」
を
「
土
砂
基
準
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
安
全
基
準
」
を
「
土
砂
基
準
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
安
全
基
準
」
を
「
土
砂
基
準
」
に
、
「
土
壌
の
汚
染
及
び
水
質
の
汚
濁
」
を
「
土
壌
汚
染
等
」
に
改
め

る
。第

八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条

削
除

第
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
た
い
積
し
」
を
「
堆
積
し
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
生
活
の
安

全
の
確
保
」
を
削
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
位
置
」
を
「
所
在
地
」
に
改
め
、
同
項
第

六
号
中
「
及
び
特
定
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
（
以
下
「
特
定
事
業
場
」
と
い
う
。
）
の
区
域
」
を
削

り
、
「
一
時
的
た
い
積
事
業
」
を
「
一
時
的
堆
積
事
業
」
に
改
め
、
「
当
該
特
定
事
業
場
の
構
造
が
」
を

削
り
、
「
も
の
で
あ
る
」
を
「
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
」
に
改
め
、
同
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号

を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
十
号
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
、
第
十
九
条
第
六
項
、
第
二
十
条
第
四
項
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号

中
「
特
定
事
業
場
の
区
域
」
を
「
特
定
事
業
区
域
」
に
、
「
安
全
基
準
」
を
「
土
砂
基
準
」
に
改
め
、
同

項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。
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た
だ
し
、
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
き
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
知
事

が
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
四
条
中
「
安
全
基
準
に
」
を
「
土
砂
基
準
に
」
に
、
「
安
全
基
準
適
合
証
明
書
」
を
「
土
砂
基
準

適
合
証
明
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
一
時
的
た
い
積
事
業
」
を
「
一
時
的
堆
積
事
業
」
に
改
め

る
。第

十
五
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
の
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
十
九
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
休
止
の
届
出
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

第
十
五
条
第
二
号
中
「
一
時
的
た
い
積
事
業
」
を
「
一
時
的
堆
積
事
業
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
内
の
土
壌
」
を
「
（
土
砂
等
を
堆
積
し
て
い
る
区
域
に
限
る
。
）
内
の
土
壌
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
安
全
基
準
」
を
「
土
砂
基
準
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
又
は
生
活
の
安
全
の
確
保
」
を
削
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
特
定
事
業
場
」
を
「
特
定
事
業
区
域
又
は
そ
の
周
辺
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
特
定
事
業
場
の
区
域
」
を
「
特
定
事
業
区
域
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
「
並
び
に
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条

第
六
項
を
削
る
。

第
二
十
条
第
四
項
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
位
置
」
を
「
所
在
地
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
七
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
号
中
「
、
第
十
九
条
第
六
項
、
第
二
十
条
第
四
項
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
第
一
号
中
「
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
大
分
県
土
砂
等
の
た
い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
土
砂
等
の
堆
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
土

砂
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
章
の
規
定
（
新
土
砂
条
例
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
を
除
く
。
以
下

同
じ
。
）
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
工
事
に
着
手
す
る
特
定

事
業
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
工
事
に
着
手
し
た
特
定
事
業
（
当
該
特
定
事
業
に
お
い
て
堆
積
し

た
土
砂
等
の
う
ち
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下

「
盛
土
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
の
技
術
的
基
準
の
適
用
を
受
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け
る
部
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

盛
土
規
制
法
第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
工
事
に
係
る

特
定
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
土
砂
条
例
第
四
章
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４

附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
特
定
事
業
に
関
す
る
規
制
に
係
る

事
務
に
つ
い
て
の
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
別
表
第
三
の
土
砂

等
の
た
い
積
行
為
許
可
等
関
係
事
務
の
部
の
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
の
事
務

処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別
表
第
二
の
三
十
七
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

５

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
条
例
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

理

由

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
に
よ
る
規
制
区
域
の
指
定
に
伴
い
、
宅
地
造
成
等
工
事
許
可
申
請

手
数
料
の
設
定
等
及
び
土
砂
等
の
堆
積
行
為
に
係
る
許
可
基
準
の
見
直
し
等
を
行
い
た
い
の
で
提
出
す

る
。



（ 56 ）

第
百
十
九
号
議
案

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
特
に
重

要
な
公
の
施
設
の
廃
止
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
決
を
求
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

一

契
約
の
目
的

都
市
計
画
道
路
庄
の
原
佐
野
線
街
路
改
築
工
事

り
ょ
う

二

工
事
の
概
要

橋
梁
上
部
工

延
長

二
百
十
メ
ー
ト
ル

三

契
約
の
方
法

一
般
競
争
入
札

四

契
約
金
額

二
十
七
億
三
千
四
百
八
十
六
万
二
千
百
九
十
六
円

五

工

期

着
工

契
約
締
結
の
日
の
翌
日

完
成

令
和
九
年
三
月
三
十
日

六

契
約
の
相
手
方

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
七
番
二
十
七
号

Ｊ
Ｆ
Ｅ
・
日
塔
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
九
州
支
店

支
店
長

橋

本

恭

彦

理

由

都
市
計
画
道
路
庄
の
原
佐
野
線
橋
梁
上
部
工
新
設
に
係
る
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
た
い
の
で
提
出
す

る
。
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第
百
二
十
号
議
案

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
大
分
県
大
分
中
央
警
察
署
の
項
中
「
城
南
西
二
丁
目
」
の
下
に
「
、
深
河
内
一
丁
目
、
深
河
内
二

丁
目
、
深
河
内
三
丁
目
」
を
加
え
、
同
表
の
大
分
県
大
分
南
警
察
署
の
項
中
「
上
宗
方
南
三
丁
目
」
の
下
に

「
、
宗
方
台
北
、
宗
方
台
東
、
宗
方
台
西
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
一
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理

由

大
分
市
の
大
字
荏
隈
、
大
字
永
興
等
の
各
区
域
の
一
部
が
新
た
な
町
の
区
域
と
し
て
画
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
大
分
県
大
分
中
央
警
察
署
及
び
大
分
県
大
分
南
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
つ
い
て
、
規
定
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
提
出
す
る
。
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第 ２ 号報告

令和６年度大分県一般会計補正予算（第３号）について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。

令 和 ６ 年 １１ 月 ２７ 日 提 出

大分県知事 佐 藤 樹 一 郎
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令和６年度 大分県一般会計補正予算（第３号）

令和６年度大分県一般会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８３９，６８９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７００，９４７，５１８千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令 和 ６ 年 １０ 月 １１ 日 専 決
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款 項 既 定 額

千円

補 正 額

千円

計

千円

９ 国 庫 支 出 金 １０３，３１７，３９３ ８３９，６８９ １０４，１５７，０８２

３ 委 託 金 １，３２７，３５７ ８３９，６８９ ２，１６７，０４６

歳 入 合 計 ７００，１０７，８２９ ８３９，６８９ ７００，９４７，５１８

第 １ 表

歳 入 歳 出 予 算 補 正

歳 入
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款 項 既 定 額

千円

補 正 額

千円

計

２ 総 務 費 ２７，９０９，４１３ ８３９，６８９ ２８，７４９，１０

千円

２

５ 選 挙 費 ２４，０８８ ８３９，６８９ ８６３，７７７

歳 出 合 計 ７００，１０７，８２９ ８３９，６８９ ７００，９４７，５１８

歳 出
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報
第
四
十
四
号

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
専
決
処
分
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

一

賠
償
金
額

二
十
八
万
六
千
円

二

賠
償
の
相
手
方

大
阪
府

 
Ａ
 

三

事
件
の
概
要

平
成
二
十
八
年
一
月
に
、
大
分
県
立
佐
伯
支
援
学
校
職
員
が
、
小
学
部
通
信
「
の
び
の
び
」
第
九
号
を

作
成
す
る
に
当
た
り
、
相
手
方
の
許
諾
を
得
る
こ
と
な
く
、
相
手
方
が
作
成
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し

た
。
そ
の
後
、
同
校
が
同
通
信
を
児
童
に
配
布
す
る
と
と
も
に
同
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
た

め
、
相
手
方
の
有
す
る
著
作
権
を
侵
害
し
た
。

四

専
決
年
月
日

令
和
六
年
十
一
月
六
日
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報
第
四
十
五
号

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
専
決
処
分
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

一

賠
償
金
額

二
十
一
万
千
二
百
円

二

賠
償
の
相
手
方

大
分
市

Ａ

三

事
件
の
概
要

令
和
六
年
八
月
十
五
日
午
後
三
時
二
十
七
分
頃
、
大
分
市
大
字
鶴
崎
百
十
番
地
の
株
式
会
社
河
村
食
品

駐
車
場
内
に
お
い
て
、
捜
査
活
動
中
の
大
分
東
警
察
署
勤
務

　警
　察
　官

 

　　Ｂ
 

 
　　　 が

         、
         被
         害
         車
         両
         の

           写

真
を
撮
影
し
て
い
た
際
、
同
巡
査
の
不
注
意
に
よ
り
、
腰
部
に
着
装
し
て
い
た
手
錠
を
同
車
両
の
隣
に
駐

車
し
て
い
た

 

 

 

 

 
 
　Ａ
 

 

 

 

 
　　 使

　　　 用
　　　 の
       普
       通
       乗
       用
       自
       動
       車
       に
       接
       触

         さ

せ
、
こ
の
た
め
同
車
の
車
体
の
一
部
が
損
傷
し
た
。

四

専
決
年
月
日

令
和
六
年
十
一
月
十
三
日
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報
第
四
十
六
号

新
た
な
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
大
分
県
総
合
戦
略
案
の
骨
子
に
つ
い
て

県
の
地
方
創
生
の
取
組
に
関
す
る
総
合
的
な
指
針
と
な
る
新
た
な
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
大
分
県
総

合
戦
略
を
策
定
し
た
い
の
で
、
大
分
県
行
政
に
係
る
基
本
的
な
計
画
の
議
決
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十

年
大
分
県
条
例
第
五
十
六
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
別
冊
の
と
お
り
そ
の
概
要
等
を
報
告
す
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎



令和六年十一月大分県議会定例会議案

本冊子は、グリーン購入法に適合した用紙を使用しています。
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